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立教学院史資料センターへの訪問調査

立 教 学 院 史 資 料 セ シ ター の あ る 図書 館 本 館 ・旧館(メ ー ザー ・ラ イ ブ ラ リー)、1918年 竣 工

基本 デ ー タ:

開設 年 月 日:2000年12月1日

・所 在 地:東 京 都豊 島 区西 池袋3 -34-1(池 袋 キ ャンパ ス)

HPア ドレス:http:〃www.rikkyo.acjp/research/1aboratory/rikkyo _history/

刊行 物:定 期 刊行 物:『 立 教学 院史研 究』

そ の他:『 ミッシ ョン ・ス クール と戦 争』(老 川慶 喜 ・前 田一 男編) 、'

『立教 大 学 の歴 史 』、『THESPIRITOFMISSIONS立 教 関係 記 事集成 〈抄訳付 〉』

〈立教 学 院150年 史 資料 集)な ど

専任 職 員:事 務職 員1名(課 長),学 術調 査員2名 ほ か

調 査 日2011年8月30日

場所 立教 大学 立 教学 院史 資料 セ ン ター

お話 しいた だい た方

立 教学 院史 資料 セ ン ター研 究 員(文 学 部助 教)豊 田雅 幸 氏

調 査者 酒 勾康裕(メ モ)、 冨岡勝

増 田大 三(写 真)
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第1部 訪問調査の結果

1.「 貴学 にお ける大学 アーカイ ヴズ につい て」

1-1設 置 目的 ・設置経緯 大学史研究を重視 した組織

立教学院史資料セ ンターは、学校法人立教学院全体の歴史 を取 り扱 う機関 として、2000

年12月1日 に設置 された。

この学院史資料セ ンターの設置にむ けた動きは、『立教学院百二十五年史』編纂業務 が

2000年3.月 で終了す ることか ら本格化 した。法人事務局内ではなく、大学内に設置 され る

かれた ことは、同センター

査 ・研究な どを通 じて、本 難灘

学院 の発展 に資す るこ と 保存処理された明治期
の建物図面

を 目的 とす る」と定め られ

たことか らもわか る。

1・2組 織形態 専任事務職員と学術調査員が実質的中心

同センターの組織 は、「セ ンター長」「副セ ンター長」「運営委員」「研究員」「学術調査員」

「事務局」から構成 されてい る。

運営委員は、大学 より5名 、池袋 中学校 ・高等学校 よ り1名 、新座中学校 ・高等学校 よ

り1名 、小学校1名 、学院本部1名 、セ ンター長が特 に指名す る者若干名か ら構成 されて

い る。rセ ンター長が特に指名す る者」には、校友(同 窓生)も 含まれ る。

研究員はご立教学院の教職教員のなかか ら選ばれる場合 と学院外 か ら選 ばれ る場合 との

両方がある。

学術調査員は、研究に従事す る教員系統の常勤 ポス トで、1年 契約(最 長5年 間まで)で

2名 配置 されてい る。
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第1部 訪問調査の結果

ほかに、「文学部助教」「立教企画契約社員」 「丸善契約社員」、アルバイ トなど様々な形

態でスタッフの充実が図 られてい る。

事務局には、専任職員1名 として課長職が配置 され ている。

1-3活 動 内容 学院 と戦争 に関す る研究 プ ロジェ ク トも

センターの活動内容(業 務 内容)は 、以下の5点 が規程で定められてい る。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

資料の収集、整理および保存

調査 ・研究お よびその成果の発表

展示会、講演会、公開講座等の開催

資料の公 開および レファレンスサー ビス

学院内における立教史の教育に関す る業務

資料の収集、整理および保存 と研究の両方に力点 を置いてい るのが特徴 である。

資料の保存では、各部署に資料の保存を呼びかけ、セ ンターか ら資料 をもらいに行って

いる。一般的に、個人情報保護の関係で資料 を廃棄す ることが懸念 され るため、各部署 の

職員 に資料保存 の必要性 を認知 しても らえるよ うに努 めている。また、近年 においては、

歴史的な建築図面 をは じめ、資料の保存 ・デ ジタルデータ化に もカを入れている。

図書館本館 ・旧館1階 にセ ンター事務室があるが、同 じフロアに2室 の資料保管室を設

け、さらに近年新築 された 「学院事務棟」地下1、、 》

にも資料保管スペースを有 している。

研究活動 としては、研究紀要 を年一回発行す 、

るとともに、学内外の研究員 による 「研究プロ

ジェク ト」も実行 している。研究プロジェク ト

には、 「立教学院 と戦争 に関す る基礎 的研究」

(2001年 か ら)、「立教築地時代の研究」(2003

年度か ら)、「遠山郁三 日誌研究会」(2008年 か

ら)、「立教 中学校関係資料研究」(2010年 か ら)

な どがある。科研費 も利用 して、老川慶喜 ・前1
コ 　

田男 編著rミ ッシ ョン ・スクール と戦争二立1繋 羅 灘1・

教 学院 のデ ィ レンマ』(東 信 堂2008年)な ど

の研 究書 も刊 行 してい る。

展 示 で は、130年 周年(2004年)と135周

年(2009年)に 大 きな展示 を行 なっ た。 毎年

出 版 物(自 校 史 教 育 テ キ ス ト、 研 究 書 、

CD-ROM)
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10月 のホー ムカ ミングデーにもパネル展示を行っている。常設展示場の必要性が学内でも

認知 されてきてお り,今 後2～3年 内にできる可能性がある。

資料の閲覧は、セ ンターに連絡すれ ば可能。 「立教大学の歴史」の授業を受講 した学生が

レポー ト作成のために資料を閲覧 しに来 る場合 もある。

センターの業務に教育が加 えられたのは、2002年 度 からである。全学共通カ リキュラム

の教養教育科 目として 「立教大学の歴史」 とい う自校史の授業 をセ ンターの研 究員が担 当

している。また、研究プ ロジェク トの成果を還元す る意味か ら 「立教学院 と戦争」 とい う

授業がセンターの研究員複数名の担当で開講 されている。

また、2024年 に創 立150年 周年 を迎 えるため、年 史編纂の準備 も視野に入れつつ ある。

2.「 貴 学 に とって の 大 学 アー カイ ヴズ の意 義 」 につ い て

立教学院はアメ リカ聖公会か ら始まってい るにも関わ らず,キ リス ト教主義を戦争時 に

捨てた とい う歴史があ り、、その ことを含 め、戦時下の動 向を検証 してい くこ との重要性が

学院全体 の課題 になった とい う経緯があった。学院史資料センターの設置には、そ うした

背景 もあ り、大学のマイナス面 も検証 して調査 ・研究の成果を公表す るとい う立教学院に

とって重要な取 り組み を行 うために、研究機能を含めた同セ ンターの業務の意義がある。

3.「 国 公 立 大 学 ・私 立大 学 に お け る大 学 ア ー カイ ヴズ の意 義 」 につ い て

国立大学は法律が後押 しとなって大学アーカイ ヴズが動 くとい う面があろ うが、私立大

学の大学アーカイ ヴズは、大学の歴史 を検証 して、 自らのアイデ ンティテ ィの確 立に寄与

す るとい う面に意義がある。私立大学の大学アーカイ ヴズは、単 なる自学のアピール以外

にも役割 は色 々ある。 とくに、みず からの歴史 を検証 してい く義務がある。

調 査 を振 り返 っ て

立教学院史資料セ ンターは、負の側面 を含 めた 「大学の歴史の検証」 とい う社会的な意

義 を有す る研究活動 に重点的に取 り組 んでお り、同時にその取 り組みが学院全体で認知 さ

れているとい うことが特徴であろ う。研究面を重視 した大学 アーカイ ヴズ としては、今回

の訪問調査先では、明治大学 と並んで典型的な事例であろ う。

近畿大学で大学アーカイ ヴズをつ くる際に研究機能 にどの程度力 を入 るのか、 とい うこ

とは検討課題 であるが、負 の側 面も しっか り検証 してい くことに大学 として意義 を認 める

とい うことは、実は大学の社会的な存在意義 をアピールす ることにもつながってい くのだ、

とい うことに改めて気がついた。

(冨岡勝)
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